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令和6年度いずみ中央地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
担当エリアは住民主体の地域福祉活動が活発で、地域の福祉拠点である常設サロン｢いこいの家｣があります。ま
た、住民間の支えあいの仕組み｢ふれあいヘルプ｣が実施されている等、泉区内でも先駆的な取組を実施している
地域です。それ以外にも、8の各自治会町内会で高齢者サロンがあり、体操教室も13団体ある等、地域活動も盛
んです。様々なお祭りやイベントも活発に実施されており、連合や地区社協･民児協が連携しながら積極的に福祉
に取り組んでいる地域でもあります。一時期はコロナの影響もありサロン活動の縮小・休止等の状況がみられまし
たが、少しずつ時間をかけてwithコロナのかたちで再開・内容を変えて開催されるようになってきています。今年度
は再開・変容した地域活動のサポートを行いつつ、チームオレンジの活動の促進に向け、介護予防・認知症予防
（啓発）の取り組み、新たな担い手やボランティアの発掘とそのサポートといった事業に力を入れたいと思います。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

エリア内の教育機関（小中学校、保育園、幼稚園等）にむけて福祉教育の実施、ボランティア活動の紹介、
交流を促進してまいります。

スマートフォンやZOOM等、ICTの活用・啓発を目的とした事業を継続し、新たな交流の場・手段の拡大を目
指します。また介護予防・認知症予防（啓発）を目的とした事業開催においても、ZOOM等の活用を検討し
会場に来なくても参加できる形での開催を目指します。

「いこいの家」「みんなの絵本のおうち」等、地域の交流拠点の利用者増加のサポートをしてまいります。

担当エリアにおいて、ヤングケアラーについての周知を目的とし、地域への講習会を実施。地域での支援
を共に考えてまいります。

チームオレンジの取り組みとして、地域で暮らす方の認知症の予防・進行を緩やかにしていくための活動
（スリーA）の担い手を育成し、活動を広げることを目指します。また、そのほか認知症に関する知識の普及
啓発のために認知症サポーター養成講座・スキルアップ講座を開催することで、地域の交流拠点と協力
し、地域活動として周知していきます。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

利用
料金

管理者(常勤兼務)1名　社会福祉士(常勤)1名
保健師(常勤)2名　主任ケアマネジャー(常勤)1名
予防プランナー　1名

管理者(常勤兼務)１名　　　常勤専従2名

令和6年度横浜市いずみ中央地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

・相談に対し、居宅介護支援事業所を紹介する際、
法人独自で作成している「居宅介護支援事業所新規
依頼表」を使い公正・中立性を確保します。
・予防支援や居宅介護支援でサービスを使う場合
は、ハートページや資料を用いて利用者が自己決定
できるように支援します。
・デイサービス利用時は見学をお勧めしています。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

・日頃から「ヒヤリハット」の記入を徹底し、防げる事
故を防ぐようにしていきます。
・事故が起きたときは、その日のうちに原因を究明・
分析、対応策を検討し、職員全体に周知します。
・法人の個人情報保護規定に従い、個人情報の取り
扱いに細心の注意を払います。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

自立支援に則した個別性のあるプラン作成に取り組
みます。介護予防給付等事業を適正に実施します。

【その他料金】

居宅介護支援事業

法令遵守し、公正中立な立場から支援します。お客
様個別の生活課題を把握し、専門的な見地から向上
性のあるプランを作成します。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市
介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関す
る基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額



目標

実施
体制

職員
体制

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

生活相談員　4名　看護師　8名
厨房　6名　介護スタッフ　23名
ドライバー　5名

管理者　1名　生活相談員　4名
看護師　8名　厨房　6名
介護スタッフ　23名　　ドライバー　5
名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】

【実施日数】（月）～（土）まで週６日

【提供時間】通所介護9：45～16：50
　　　　第1号通所介護9：45～16：10
【定員】　　39名

【実施日数】（月）～（土）まで週6日

【提供時間】　9：45～16：50

【定員】　　12名

食費　750円　（おやつ代100円含
む）　　通常外レクリエーション費
実費

　

お客様毎に自立支援の立場から
心身の状況ニーズの把握をし、可
能な限り居宅で自立した生活がで
きるように支援します。

認知症になっても住み慣れた地域
で安心して暮らせるように支援しま
す。

食費　750円　（おやつ代100円含
む）　　通常外レクリエーション費

実費

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

19,116,767 19,116,767 19,116,767 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

4,542,211 4,542,211 4,542,211

23,658,978 0 23,658,978 0 23,658,978

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,662,878 0 12,662,878 0 12,662,878

10,669,291 10,669,291 10,669,291

1,002,143 1,002,143 1,002,143

633,759 633,759 633,759

42,800 42,800 42,800

7,512 7,512 7,512

155,754 155,754 155,754

151,619 151,619 151,619

1,085,000 0 1,085,000 0 1,085,000

10,000 10,000 10,000

130,000 130,000 130,000

20,000 20,000 20,000

50,000 50,000 50,000

356,118 356,118 356,118

21,120 0 21,120 0 21,120

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 21,120 21,120 21,120

その他 0 0

0 0 0

0 0 0

25,150 25,150 25,150

2,000 2,000 2,000

40,000 40,000 40,000

205,433 205,433 205,433

0 0 0

0 0 0

225,179 225,179 225,179

1,930,000 0 1,930,000 0 1,930,000

0 0 0

1,930,000 1,930,000 1,930,000

0 0

39,600 0 39,600 0 39,600

39,600 39,600 39,600

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

7,467,500 0 7,467,500 0 7,467,500

4,500,000 4,500,000 4,500,000

1,300,000 1,300,000 1,300,000

330,000 330,000 330,000

1,201,000 0 1,201,000 0 1,201,000

空調衛⽣設備保守 540,000 540,000 540,000

消防設備保守 42,000 42,000 42,000

電気設備保守 76,000 76,000 76,000

害⾍駆除清掃保守 45,000 45,000 45,000

駐⾞場設備保全費 138,000 138,000 138,000

その他保全費 360,000 360,000 360,000

0 0

136,500 136,500 136,500

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

23,658,978 0 23,658,978 0 23,658,978

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

1,930,000 0 1,930,000 0 1,930,000

△ 1,930,000 0 △ 1,930,000 0 △ 1,930,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,120 0 21,120 0 21,120 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

△ 21,120 0 △ 21,120 0 △ 21,120
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他

⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

太陽光パネル保守点検
太陽光パネル保守点検

太陽光パネル修繕（追加）
太陽光パネル修繕（追加）

SNSによる広報業務等モデル実施（追加）
SNSによる広報業務等モデル実施（追加）

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和6年度　「横浜市いずみ中央地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課

事業所税
消費税

その他

事業費



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

31,148,400 31,148,400 31,148,400 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より
300,000 300,000 300,000 横浜市より

5,937,404 5,937,404 5,937,404 横浜市より
1,865,500 1,865,500 1,865,500

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0

39,405,304 0 39,405,304 0 39,405,304

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

34,443,804 0 34,443,804 0 34,443,804

26,401,885 26,401,885 26,401,885
3,926,048 3,926,048 3,926,048
3,534,405 3,534,405 3,534,405

57,700 57,700 57,700
34,512 34,512 34,512
289,254 289,254 289,254
200,000 200,000 200,000

538,000 0 538,000 0 538,000

15,000 15,000 15,000
70,000 70,000 70,000

0 0 0
50,000 50,000 50,000

150,000 150,000 150,000
0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0 0
0 0 0
0 0 0

43,000 43,000 43,000
8,000 8,000 8,000

30,000 30,000 30,000
152,000 152,000 152,000

0 0 0
0 0 0

20,000 20,000 20,000

2,313,000 0 2,313,000 0 2,313,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

875,000 875,000 875,000
154,000 154,000 154,000
300,000 300,000 300,000
354,000 354,000 354,000

0 0

1,984,500 0 1,984,500 0 1,984,500

1,198,500 1,198,500 1,198,500
330,000 330,000 330,000
88,000 88,000 88,000

315,000 0 315,000 0 315,000
空調衛⽣設備保守 140,000 140,000 140,000
消防設備保守 11,000 11,000 11,000
電気設備保守 20,000 20,000 20,000
害⾍駆除清掃保守 12,000 12,000 12,000
駐⾞場設備保全費 37,000 37,000 37,000
その他保全費 95,000 95,000 95,000

0 0

53,000 53,000 53,000
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0
0 0
0 0
0 0

0 0

39,405,304 0 39,405,304 0 39,405,304
0 0 0 0 0

1,865,500 0 1,865,500 0 1,865,500
1,683,000 0 1,683,000 0 1,683,000

182,500 0 182,500 0 182,500

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

指定管理料【⽣活⽀援】

令和6年度　「横浜市いずみ中央地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【チームオレンジ】

その他

管理費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他

⽀出合計
差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課

事業所税
消費税
印紙税



令和６年４月１日～令和７年３月31日

※↓支出は介護予防へ寄せています ※↓支出は通所に寄せています。 （単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

6,195 6,195 6,282 6,282 25,809 25,809 80,016 80,016 4,866 4,866 39,346 39,346

0 0 0 0 0 0 1,002 0 1,002 15,940 0 15,940 540 0 540 6,482 0 6,482

事業・負担金収入 0 0 0 8,902 8,902 540 540 4,376 4,376

食費等 0 0 0 7,038 7,038 0 2,106 2,106

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

その他 0 0 1,002 1,002 0 0 0

6,195 0 6,195 6,282 0 6,282 26,811 0 26,811 95,956 0 95,956 5,406 0 5,406 45,828 0 45,828

0 2,085 2,085 17,581 17,581 83,800 83,800 0 24,584 24,584

0 1,143 1,143 1,760 1,760 7,716 7,716 0 3,755 3,755

0 10 10 75 75 8,775 8,775 0 4,147 4,147

0 0 0 0 0 6,659 6,659 0 0

0 6,815 0 6,815 168 0 168 286 0 286 0 0 0 30 0 30

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0 0

消費税 0 0 168 168 286 286 0 30 30

介護予防プラン委託料 0 6,795 6,795 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

その他 0 20 20 0 0 0 0

0 0 0 10,053 0 10,053 19,584 0 19,584 107,236 0 107,236 0 0 0 32,516 0 32,516

6,195 0 6,195 -3,771 0 -3,771 7,227 0 7,227 -11,280 0 -11,280 5,406 0 5,406 13,312 0 13,312

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和6年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：いずみ中央地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 認知症対応型通所介護第１号通所介護



いずみ中央地域ケアプラザ　

1 かがやき健康体操　男性教室 平成27年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

多くの体操教室は、女性がほぼ10割近い
参加割合の為、高齢男性が入っていけな
い雰囲気があり継続が困難なケースが目
立っていた。男性のみに特化した体操教
室とし、継続した参加ができることを目的と
する。

１：高齢者

ストレッチ、筋トレ、脳トレ、口腔体操など
介護予防に必要な運動をバランスよく行
う。
第２，４土曜日実施。（７，８月は休み）

2 サロンドレミ 平成25年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

音楽療法士による、専門的知識により、認
知機能・口腔機能維持・向上。回想法を取
り入れた記憶力想起。意欲の向上や音楽
による感覚刺激等で総合的な介護予防を
目標とする。

１：高齢者

音楽を取り入れて、認知機能、口腔機能、
心肺機能の維持・改善を目的としている。
回想法も取り入れ、記憶想起による活性
化を目的としている。

3
男性のための
アクティブLife講座

平成29年度
３：生活支援体
制整備事業

１：優先的に取り
組み

シニア男性のグループとともに地域デ
ビューを通じての、健康寿命促進を伸ばす
こと。 １：高齢者

外へ出向いての体験型講座から座学で新
たな知識を得る講座等を企画。
（例：ウォーキング、防犯対策等について
学ぶ座学の講座）

4 いずみ　スマホよろず相談所 令和3年度
３：生活支援体
制整備事業

２：発展させるね
らい

スマホの使用方法について学び、新たな
交流を生み出す。

１：高齢者

スマホについて使用方法についてレク
チャーしてくださるボランティアの方が講師
となり教えてもらう。
主に第3土曜　午前中に開催。

5 茶ろんいずみ 平成15年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

高齢者の閉じこもりを予防し、地域の方同
士の交流の場を提供

１：高齢者
音楽に合わせた体操で始まる。主に、第１
（水）、第３（水）、第４（水）に書道・手芸・折
り紙の趣味の活動

令和６年度　自主事業計画書・報告書
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１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他
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6 ラジオ体操 平成18年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域住民の方の運動不足を解消し、外出
の機会、地域住民同士の交流の場を提供
する ５：地域

休館日を除く毎週日曜ケアプラザロータ
リーにてラジオ体操第一、第二を実施

7 飛行船いずみ 平成19年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

・障害児・者への余暇支援
・地域ボランティアとの交流の場の提供

２：障害児・
者

ボランティアと共に、運動、ものづくりなど
を楽しむ。通年実施予定。

8
ういずみー
（在宅重度重複障害児親の会）

平成21年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

・障害児に新たな出会いの場、生活経験を
拡大できる場を提供。
・保護者同士の交流・情報交換。 ２：障害児・

者

在宅重度重複障害児とその家族が集ま
り、交流・情報交換・ボランティアを行う。年
に3回程度実施予定。状況によりZOOM開
催。

9 介護者のつどい 平成17年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

在宅で介護されている方、介護が終わった
方、介護に興味のある方などが参加し、介
護の悩みや情報交換をする場を提供す
る。

５：地域

介護に関するテーマを設定し、ミニ講座を
開催する。また、介護されている方が、そ
れぞれの介護の状況について話す。
年2～3回実施予定。

10
弁護士に聞く！エンディング
ノート書き方講座

令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

終活のための意思決定支援のため、自分
自身や家族のこれからについて考えて頂く
機会をつくることを目的に開催する。 ５：地域 弁護士の先生をお招きして実施。

11 七夕イベント～星に願いを～ 令和３年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

貸室利用の少ない年齢層に、ケアプラザ
を身近に感じてもらい、ケアプラザの周知
をはかる。 ５：地域

７月１日から１週間。竹を切り出し、ケアプ
ラザ玄関口に設置し、貸室利用者、近隣
の保育園児、地域の方々等に飾り付けを
していただく
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12 夏休み親子工作教室 令和６年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

エリアに住む親子を対象に夏休みの自由
研究に有益となる講座として身近な材料を
用い、作品作りを実施。貸室利用の団体
にボランティア参加を依頼。

４：子ども・青
少年

夏休み期間中の日曜日。身近な材料（保
冷剤）を使い、芳香剤を製作する。

13 みんなで遊ぼう 令和３年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

・子育て世代へ、外出の機会、交流の場の
提供。
・地域の方に子育て支援への関心をもって
いただく。

５：地域
区役所ロータリーにてシャボン玉、絵本の
読み聞かせ、魚釣りゲーム等を実施。

14 クリスマスツリーを飾ろう 令和２年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

クリスマスツリー飾りを装飾し、ケアプラザ
の事業や存在を周知する。

５：地域
ケアプラザ屋内にクリスマスタペストリーを
設置（12/11～25）し、地域の方々に飾り付
けをしていただく。

15
ケアプラザ施設清掃＆草取り
クリーンアップ大作戦

平成28年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

ケアプラザ各部屋や外回りの清掃維持と、
貸室を利用する複数団体の交流をはか
る。 ５：地域

年２回（5月.10月）貸室登録団体Ⅱを中心
にケアプラザの施設内外の清掃を行って
いただく。

16 ふるさとまつりへの出店 令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

地域のまつりへ出店参加により、ケアプラ
ザの周知をはかる。また、地域住民とふれ
あうことで、地域の状況把握につなげる。 ５：地域

１１月実施予定の「ふるさとまつり」にて地
域の方々向けのブースの出店、参加

17 そよ風フェスタ 平成１７年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

地域に向け、ケアプラザで活動している団
体の周知・ケアプラザの機能等周知・多世
代交流の場の提供 ５：地域

12月貸室団体の活動展示、地域作業所、
地域団体による模擬店出店、職員による
体験コーナーをケアプラザ全体で行う。
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18
「ヤングケアラーを知ることから
はじめよう」講座

令和５年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取り
組み

「ヤングケアラー」とはどういう状況の子ど
もなのかを学び、地域、ケアマネジャーとし
てできる支援を考えるきっかけとする ５：地域

9月ヤングケアラー経験者、社会福祉士を
講師に招きヤングケアラーを学ぶ講座

19
中和田中学校認知症サポー
ター養成講座

令和4年度
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取り
組み

認知症になっても住み慣れた地域でいつ
までも安心して生活できるよう、認知症に
ついて理解を深める。 ４：子ども・青

少年

令和７年2月下旬
中和田中学校体育館にて
中学3年生対象で認知症サポーター養成
講座を行う

20 地域ケア会議 令和5年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

住み慣れた場所での安心した暮らしが継
続できるよう、多職種で考え、地域作りを
進める。 １：高齢者

地域の担い手、近隣住民、専門職（行政書
士やケアマネジャー）、区役所職員などの
多職種で、意見や情報を交換し、高齢世
帯が住み慣れた地域で生活を継続できる
よう支援方法を検討する。

21 認知症サポーター養成講座
平成18年
度

２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

認知症になっても住み慣れた地域でいつ
までも安心して生活できるよう、認知症に
ついて理解を深める。 ５：地域

認知症についての正しい知識や対応方法
を、キャラバンメイトにより一年を通して地
域の方々に伝えていく。

22
詐欺・悪質商法予防のための
勉強会

R6年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取り
組み

民生委員・CMを対象に詐欺・消費者被害
を防ぐ・早期発見するための勉強会・情報
交換会を開催する。 ６：事業者 7：民生委員

消費生活センターに講師を依頼し、悪質商
法について予防のポイント等を啓発いただ
く。

23
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